


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































にはすでにご覧になっていますね）。私も 2 月 1
日に京都に行く予定なので、ぎりぎりですが見て
こようと思います。 
 
なぜ悟りの境地とかは月にたとえられるのでしょ
うか。山越も月ですし。月は満ち欠けがあるから
ですか。 
月を悟りの境地と見なすのは、密教の中でも『金
剛頂経』の伝統です。この経典の冒頭には、五相
成身観という瞑想法があり、そこでは月の中に大
日如来を瞑想します。月そのものが大日如来のシ
ンボルにもなり「月輪観」という行法もあります。
満ち欠けがあることも月の重要な要素ですが、こ
れはむしろ女性や生殖と結びつけられることが多
いようです。月の瞑想では満月のみで、三日月や
半月は瞑想の対象とはなりません。五相成身観に
ついては私の『仏のイメージを読む』の大日如来
の章で詳しく取り上げています。 
 
赤ん坊はすぐ極楽に行けるのだろうか？生まれた
ばかりだと罪を犯すヒマもないと思うので、直接、
極楽に行けそうなものなのだが。「蜘蛛の糸」で
も仏（阿弥陀？）が蜘蛛の糸を垂らしてカンダタ
を救おうとする有名なシーンがあるが、往生の際
の五色の糸にとても似ているなと思う。来迎図で
もそうだが、観音は来てはくれるが、結局、自力
救済なのかもしれない（カンダタも自分で登らな
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きゃいけなかったし）。 
赤ん坊は確かに罪は犯していないはずなのですが、
「親よりも先に死ぬ不孝」を犯しています。もち
ろん、これは中国的な発想（とくに儒教の忠孝思
想）が背景にあり、必ずしもインドまではさかの
ぼれませんが、賽の河原で石を積み、その不孝を
償い、地蔵に救済されるというイメージは、日本
人の間に浸透しています。「蜘蛛の糸」は阿弥陀
ではなく、お釈迦さんです。蜘蛛の糸は極楽の蓮
池にいる蜘蛛からとったもので、だいたい、極楽
にお釈迦さんがいるのがおかしいですし、蜘蛛の
ような他の生物を捕食する生物もいるはずはあり
ません。でも、芥川の「蜘蛛の糸」も日本人の極
楽や地獄のイメージに大きな影響を与えているよ
うです。読後感の後味の悪さは、さすがに芥川で
す。 
 
存在がなくなることが一番恐ろしいというのは、
日本だけではなく、仏教以外を信仰する人なら誰
でも持っているのではないでしょうか。存在を残
すために、墓を作ったり、さまざまな葬儀などを
行うのだと思います。 
たしかにそうですね。でも、輪廻を厭い解脱を求
めるか、輪廻でもいいので存在し続けたいかは、
かなりちがうような気もします。インドの悟りと
は、やはり存在や輪廻とは相容れないものだと思
います。墓や葬儀は死者の存在のためというより
も、残されたものの癒しの一種のような気もしま
す。 
 
 
11. 二河白道図の仕掛け 
 
 
四門出遊のエピソードは、釈迦が僧となるきっか
けだったと思っていたのですが、帝釈天や梵天に
よってわざとさせられたことだったというのが意
外でした。まぁたしかに、門を出て人間の四つの
苦しみに出会うとは、少し都合がよすぎると思い
ましたが。ということは、この話はあとから作ら
れた伝承なのでしょうか。 
おそらくそうなのでしょう。でも、釈迦の物語は
基本的にすべてあとから作られた伝承です。本当
の釈迦の生涯など、どこにもないのかもしれませ
ん。そもそも、歴史というのはそういうもので、
史実というのはフィクションです。事実を後世に
ありのままに伝えることなど、不可能なのです。
梵天と帝釈天は仏伝の常連です。このほかに四天
王もよく現れます。ヒンドゥー教の神には、他に
もいろいろいるのですが、登場しません。どうし
てでしょうね。 
 
二河白道図で、手前の河岸で釈迦如来が見送り、
彼岸で阿弥陀如来が招くとあるが、この構図は、
本当に「苦」とか「辛」というイメージが伝わっ
てくるものだと思う。なぜ来迎図とは違い、二河
白道図では、如来たちは応援し、招くのみで、一
切、手を加えてあげないのかが疑問だった。 
釈迦や阿弥陀が二河白道図の中で何もしていない
のは、それすらも必要ないということでしょう。
行者が勇気を持って白道に足を踏み出せば、速や
かに浄土に往生できるのですから、あえて手を貸
すこともないのです。むしろ、絶対他力を信じる
ことの方が重要で、それだから、旧仏教の人々が
呼び戻す姿も重要になります。仏教の伝統から見
れば、圧倒的に旧仏教の方が正統的です。 
 
二河白道図の表現しているものは、バランスだと
思った。手前の河岸側に描かれているのは、生老
病死で、生きる苦しみ、彼岸は極楽浄土であり、
生と死を分けている川のようにも見えるが、二河
白道というそれ自体が、困難でバランスをとらな
いといけないものであって、そこに踏み込まない
ものは苦しみ、踏み込み、しかもそり越えられた
ものだけが楽を得られる。人の生き方はかくある
べしということを表していると思いました。 
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二河白道図がバランスというのはおもしろい指摘
です。はじめて私が二河白道図を見たときは、画
面を区切る領域があまりに人工的で、絵画として
はかえって不自然なように感じました。中心の二
河白道のところなど、わざとらしいとさえ思いま
した。二河白道図の中でも、上部の極楽浄土の部
分が大きく描かれるようになったり、全体が斜め
構図になって、景観のように描かれるのも、この
ような不自然さやわざとらしさを緩和するための
方策だったのではないかと思います。その場合、
バランスをとるという意図は、後ろの方に追いや
られてしまっているようです。 
 
四苦が四門出遊にもとづく話だというのは聞いた
ことがあるが、残りの四つの苦にはもとになる話
などはあるのだろうか。 
四門出遊にあたるような物語は、残りの四苦には
ありません。ちなみに、残りの四苦は愛別離苦、
怨憎会苦、求不得苦、五陰盛苦です。六道絵の人
道には、これらも絵画化されていますが、特定の
エピソードがないため、愛別離苦は戦に出かける
武将とその家族、怨憎会苦は戦場のシーンなどに
なっています。なお、生老病死のうちの生は、本
来は生きること自体が苦しみなので、表現しづら
いのですが、これを誕生と見なして、出産の苦し
みとします。これは母親側の「産みの苦しみ」よ
りも、生まれる子供の苦しみが意図されています
（実際の絵ではそうではありませんが）。出産の
シーンは、六道絵以外にも、前回紹介した餓鬼草
紙や、その他の絵巻物にしばしば描かれます（た
とえば北野天神縁起絵巻）。四門出遊では老病死
は同じですが、残りのひとつは生苦ではなく、出
家者と会うということになっています。四門出遊
の図像も同様です。 
 
二河白道図はさまざまな典拠があることがわかっ
た。それにしても、往生者が通るところに水のモ
チーフが使われるのはなぜだろうか。水は自分の
姿が映るものだから、本来の自分の正体を自覚す
るという意味もあったのだろうか。 
そのような解釈があるとおもしろいのですが、そ
うではないようです。二河白道図の水は実際は激
しく打ち寄せる水と燃えさかる火で、いずれも表
面に何かうつすような穏やかなものではありませ
ん。ただし、静かな水面に映る月などが、悟りの
境地を表すことは、日本仏教では好まれた喩えな
ので、どこかつながりがあるのかもしれません。
実際には火であるのに、河と呼んでいるのも気に
なります。なお、水が自分の正体を写すというの
は、精神分析家のユングが好んで用いた考え方で
す。自分の正体は「ペルソナ」といわれます。 
 
二河白道は真如中道のように、真ん中に道がある。
それは、苦しみに挟まれる人生を表しているよう
に見えた。とすれば、この世と浄土を区切ってい
るのが二河となり、二河を人生と見るなら、浄土
はこの世、私たちの生きる場所にはないというこ
とになるのだろう。独特な絵だと思った。 
私は二河を死後の世界、とくに地獄と解釈しまし
たが、そのような見方も可能かもしれません。そ
の場合、現実の苦の世界と浄土という二つの世界
だけで構成されて、その間の移動が悟りや救済に
なります。死後の世界をたてると、両者の間に一
種の緩衝地帯をもうけたことになります。二河白
道図をどちらと見るかは、見る人の立場によって
異なるのでしょう。もっとも、六道絵や地獄図で
見たように、死後の世界が景観のように表現され
ること自体、現実の世界に置き換えられたからと
みなすこともできるでしょう。 
 
なぜ「火宅の喩え」がここで使用されるのだろう。
四苦八苦でもよさそうなのに。ここで、「火宅の
喩え」が描かれた理由がよくわからない。地獄絵
と二河白道図は極楽往生という目的は同じだが、
それを達成するまでのプロセスが、あまりに違う。
かたや自分の犯した罪に応じた責め苦を負わねば、
極楽に行けず、方や、誘惑に耐え、白道から落ち
なければセーフという、ある意味、雲泥の差だと
思う。この二つは矛盾というか、お互いかみ合わ
ないように思えるのだが、どうなっているんだろ
う。地獄絵の最後に河と橋を渡る描写があったが、
二河白道図はそこに対応するのだろうか。 
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「火宅の喩え」については、法華経の挿絵として
よく知られていたことが重要でしょう。この世の
苦しみを示す喩えとして、法華経を通じて人々に
知られ、さらに、経典の挿絵としてイメージが浸
透していたため、それを流用することのメリット
が大きかったと思います。法華経信仰は平安時代
以来、貴族の人々の仏教の根幹をなしていました。
地獄絵と二河白道図の違いはその通りですね。最
後の河と橋に対応するというのも、私の解釈と同
じです。二河白道図の左右の苦しみは、地獄のエ
ッセンスとして選ばれたものと思っています。地
獄絵の中に道が現れたことや、迎講で来迎橋が用
いられたことともつながりを感じます。 
 
なぜ、二河白道図の左側は、殺されそうとする自
分なのでしょうか。そのようなものを見せられた
ら、むしろまっすぐ進みたくなるような気がする
のですが。 
たしかにそうですね。こちら側は、無理やり引き
ずり込まれるという感じでしょうか。反対側は、
うっかりそちらに魅せられると、足を踏み外すと
いうイメージです。どちらも危険です。 
 
 
12. 平等院鳳凰堂と中尊寺金堂：浄土教建築の諸相 
 
 
 浄土教の美術をテーマにした今期の授業も、無
事、終了しました。いちおう、予定していた項目
はすべて取り上げましたし、皆さんの出席率も良
好でしたので、よかったと思います。ただ、はじ
めの予定では、最後にまとめとして 1 回分予定し
ていたのですが、途中で 1 回遅れになったため、
それができませんでした。最後に授業全体を見直
すことは重要なので、残念なのですが、皆さん自
身でふりかえってみてください。毎回配付した資
料をざっとご覧になると、いろいろ思い出すこと
があると思います。第一回の授業（オリエンテー
ションの次の回）で、これから取り上げる作品の
ハイライトをパワーポイントでお見せしたので、
その資料だけでも見ておいてください。 
 自己評価的に私自身も授業をふりかえってみる
と、全体を通して、インドから中央アジア、中国、
日本へといたる浄土教の大きな流れと、とくに日
本の浄土教美術の代表的な作品を紹介できたのは
よかったと思います。また、浄土教の美術が単に
仏教の特定の教えを示す絵画や彫刻ではなく、そ
の国や時代の文化や信仰と強く結びついた表現形
式であることも、くわしく見ることができました。
日本においては、浄土が自然の景観と融合してい
くことなどは、その典型です。さらに、迎講や臨
終行儀のような儀礼・儀式と、美術が密接な関係
にあることも指摘しました。美術というのは、単
に鑑賞したり、礼拝するだけのものではなく、も
っと積極的に我々から働きかけるものなのです。 
 その一方で、個々の作品をじっくり読み解くこ
とや、その歴史的な背景にまで立ち入ることは、
あまりできませんでした。これは、美術史研究の
醍醐味なのですが、表面的な紹介にとどまったこ
とは残念でした。また、浄土教の思想、とくに親
鸞や法然の救済論は、日本の浄土教のもっとも重
要な側面なのですが、これにもほとんどふれるこ
とができませんでした。さらに、最終回で取り上
げた、浄土教美術と密教美術の不可分なところは、
私自身、強い関心を持っているのですが、これに
ついてもまったく不十分です。いずれも、将来の
課題として、機会を見つけて論文や授業で取り上
げようと思っています。 
 最終回の質問や感想は、原則として全員の方の
ものを紹介しています。そのぶん、私のコメント
は比較的短いものになっています。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
平等院には行ったことがないが、先生がおっしゃ
るようにイメージよりは小さい（迫力のない）も
のなのだろうか。中尊寺は遠いので行くのは難し
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いが、平等院は一生に一度は見てみたい。写真の
イメージはよく見えるのが常なのかもしれないが。 
平等院は、ほんとうに簡単に行くことができます
ので、行ってみてください。中尊寺も観光地です
から、それほど不便ではないです。東北方面に行
く機会があれば、ぜひどうぞ。金堂も「こんなに
小さいんだ」という印象を受けるでしょう。 
 
宇治平等院の写真を見て、意外と中が空間だらけ
ですっからかんだったのが印象的だった。浄土の
姿をそのまま表したということだからもっと、装
飾やさまざまな物があってもいいのではないかと
思った。 
構造としては、浄土図に描かれた極楽の楼閣と同
じです。でも、実際に見ると、極楽ってこの程
度？という感じでしょうね。創建当時の人々にと
っては、それなりのインパクトはあったはずです
が。 
 
平等院鳳凰堂の雲中供養菩薩は、配置のバランス
がバラバラで、なんでだろうと思いました。補作
をいれるために無理にいれたのでしょうか？ 
どうなのでしょうね。私自身、もとの配置がよく
わかっていないので…。置き方によっては、絶妙
なバランスになるような気もしますが。 
 
これまでは仏教美術、古寺めぐりというと仏像、
建物、庭園などが中心でした。浄土教美術の授業
により仏画、特に来迎図に興味を覚えました。来
迎図の図像的な意味、変遷、その背景にあるもの
などを学び、新しい楽しみが増えました。 
美術は奥の深い学問です（たいていの学問は奥が
深いですが）。それまで知らなかったことがわか
ると、同じ作品が違って見えてきます。ぜひ、い
ろいろ知っていただきたいです。 
 
もしかすると、2 月中に岩手に行くことになるか
もしれないので、できれば中尊寺にも行ってみた
いと思います。以前岩手に行った時は、平泉のパ
ーキングエリアに停まっただけだったので。今回
が駄目でもいつか行ってみたいです。平等院もい
つか。何度も京都には行っていますが、確かに京
都駅より南にはあまり行ったことはないですね。 
ぜひどうぞ。 
 
平等院鳳凰堂はさまざまな阿弥陀だけでなく、浄
土教美術にあふれていて、まさに極楽浄土をあら
わした建築物だと感じた。私は、この授業で初め
て仏教について学んだのですが、単なる神秘的な
世界ではなく様々な仏教の思想が反映されている
し、また時代の移り変わりによって、仏教の思想
も変化したり多様になっていくのが奥深かった。 
そうですね。浄土教の建築を最後に取り上げたの
は、建築というのが美術や思想、文化などの集大
成的な存在だからです。また、平安時代の浄土教
が、密教と密接に結びついた重層的、総合的な信
仰形態であることも指摘したかったためです（上
記のように、くわしくはお話しできませんでした
が）。 
 
落書きの多さにおどろいた。昔はここまでたやす
く入れる状態だったんだろう。礼拝しましたよ、
とでも書いてあるのだろうか。 
浄土教と密教の重層的な信仰とあったが、成仏す
るためにさまざまなことを必死でかき集めてやっ
ているという印象を受けた。極楽往生に対する執
念はすごい！ 
金色堂は金閣と同じくただの成金趣味かと思って
いたのでびっくりした。建物込みで法を行なうと
いう考えはなかったので、これからは金ピカでも
不謹慎だなとは思いません(笑) 
私は建築などの空間に関心があるので、美術作品
があるときに、それが置かれた場所に興味を覚え
ます。頭の中でその空間を再現してみたりします。
一般に儀礼研究では、次第、つまり順序が問題に
されますが、私はそれにくわえて、どのような空
間で行われたかも重要だと思っています。 
 
中品下生の絵と後壁画の関係は興味深いと思った。
密教と融合した浄土教美術もあるなんてとても幅
広い。 
そうですね。融合というよりも、浄土教を生み出
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した背景に密教もあったということかと思います。 
 
平等院の九品来迎図は、単なる浄土教の寺院では
ないということに驚いた。源信以下の天台浄土教
の影響、いいかえれば源信の思想を反映し、「浄
土」というものを「この世」に見出そうとした、
自然との調和は、この平等院においてはもはや浄
土を表すのだと思う。 
後世の「浄土＝自然」が、すでにここに見られる
のかもしれません。 
 
この講義で見た作品の中には、高校の資料集など
で見たものも多かったのですが、高校での型には
まった説明と異なる、いろんな説明、見方がある
ことを知って新鮮味を感じました。 
それが大学の授業のおもしろいところです。それ
でも、私が授業で紹介したことの大部分は、この
分野では定説になっているものです（最新の成果
も紹介していますが）。皆さん自身でも、新たな
発見ができるはずです。それによって、学問は進
んでいきます。 
 
たしか最初あたりの授業で雲中供養菩薩を見まし
たが、壁についているとは思いませんでした。 
私が平等院に行ったときは、鳳凰堂の内部には入
れませんでした。一度、供養菩薩が懸けられた状
態で見たいと思っています。 
 
平等院鳳凰堂は私も行ったことがありますが、確
かにその名前やイメージ（極楽浄土）というには
物足りなかった印象でした。池に面して立てられ
ている鳳凰堂はまるで極楽浄土への門のようにも
見えると思いました。 
門というのはそのままの印象でしょうね。奥行き
がほとんど無いのも、特徴的です（尾廊は別にし
て）。 
 
六地蔵がなんだか気持ち悪かったです。地蔵って
小さいイメージだったので驚きました。 
同じものが並んでいるのは、気持ち悪いかもしれ
ません。六地蔵は六道輪廻の救済者であるからで
す。 
 
4 限で仏伝を聞いていると阿闍世王が成仏し、し
かもそれをしたのがシャカだということにおどろ
きました。 
阿闍世王が成仏するというのは、私もよく知りま
せんでした。しかし、浄土教ではひとつの重要な
考え方のようです。最悪のものが救済されるとい
う考え方は、ほかにもデーヴァダッタ（提婆）に
も見られます。仏の全能性を示すために導入され
たと見ることもできます。 
 
阿弥陀如来坐像は中間レポートで調べたが、胎内
の月輪についてはその意義がよく理解できなかっ
たのであまり触れられなかった。阿弥陀像の中に
これを入れたのは、往生を願う人々がこの月輪の
ように乱れない心を持って臨終を迎えるように、
との思いがこめられているのかもしれないと、本
日の授業を聞いて思った。阿弥陀如来といえば浄
土教的なものと思っていたが、その内部に月輪の
ような密教の要素が入っていることは、より好ま
しい往生を求める人々の真剣さが見えるような気
がする。 
おそらく、鳳凰堂の内部で密教の観法を実践して
いたのでしょう。鳳凰堂は外から見れば、極楽浄
土、中に入れば修法の空間という、二重性をそな
えているようです。 
 
金色堂の金色が舎利をイメージしているというの
が印象に残った。一度行ったときには正面に見え
る阿弥陀しか印象が強かったけれど、横から見る
と柱などの細工も凝っていてよいと思った。清衡
の曼荼羅が密教と関連しているのも驚いた。 
清衡の曳覆曼荼羅については、私も関心を持ちま
した。遺体を曼荼羅で覆うという発想は、インド
やチベットにはあまりありませんが、特定の曼荼
羅を死者儀礼のために作ることがあります。荼毘
の火の下に曼荼羅を描くこともあります。どこか
共通するところがあるようです。 
 
密教の要素が今日紹介された 2 つの寺院にある、
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というのが驚きだった。密教といえば派手な色彩
表現をとる、という印象がある。金色というのも
派手だと思われる。金色も密教的要素の一つだろ
うと思った。 
密教で色彩が重要であることはそのとおりです。
浄土教で用いられる色彩も、大部分は密教と共通
しているのではないかと思っています。臨終行儀
の五色の糸などもそうで、五智如来の色と一致し
ます。 
 
法成寺金堂は当時の人々の信仰が全て集合・集約
されているものだとあったが、末法という世の中
においては、何においても救われたいという民衆
の思いもあって、それに答えたものだと思う。九
品往生に差がないのも、それと同じことだと思う。 
九品往生の図に差がないことは、授業では詳しく
取り上げられませんでした。頼道をはじめとする
貴族たちが、上品上生よりも中品や下品の往生を
願ったため、それを豪華にして、差をつけなかっ
たという説もあります。 
